
日本放射化学会第 68 回討論会 (2024)

■大会概要

会期： 2024 年 9 月 23 日（月） ～25 日（水）

会場：グランシップ GRANSHIP （静岡県コンベンションアーツセンター）

(II 階会議ホール「風」、 10 階 1001-1 室、 1001-2 室、展望ロビー、 1003 室、

1004 室、 9 階 910 室）

主催：一般社団法人日本放射化学会

共催：公益社団法人日本化学会、 一般社団法人日本放射線安全管理学会、

一般社団法人日本保健物理学会、

静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター、

静岡大学キャンパスミュージアム

協賛：国立大学法人静岡大学、 公益社団法人日本分析化学会、

一般社団法人日本放射線影響学会、 公益社団法人日本薬学会、

一般社団法人日本物理学会、 一般社団法人日本原子力学会

■プログラム概要

(i)基盤セッション（担当コンビーナー）

核化学（佐藤哲也）

原子核プローブ（佐藤渉）

環境放射能（小池裕也）

放射化分析及び放射性核種の分析化学（三浦勉）

原子カ・アクチノイド化学及び関連分野（鈴木達也）

核医学・生物関連放射化学（豊嶋厚史）

教育関連（緒方良至）

その他（境界分野への放射化学の新展開など） （秋山和彦、鈴木達也）

(ii)日本放射化学会受賞講演

(iii)日本放射化学会会員総会

(iv) 日本放射化学会各種会合：各部会（核化学部会、原子核プローブ部会、アルファ放射

体・環境放射能部会、放射化分析部会、原子力化学・アクチノイド化学部会、教育部会）

及び若手の会の各会合

(v) 開会式・若手優秀発表表彰式・閉会式



参加登録費

事前登録 9/1 以降の

(7 /1-8/31) 登録

正会員

（及び共催・協賛・ 6,000 円 7,000 円

後援学会会員）

学生会員

（及び共催・協賛・ 2,000 円 3,000 円

後援学会会員）

10,000 円 12,000 円

非会員
（税込） （税込）

3,000 円 4,000 円

非会員（学生）
（税込） （税込）

事務局

日本放射化学会第 68 回討論会(2024)実行委員会事務局

〒422-8529 静岡市駿河区大谷 836

静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター

Tel: 054-238-4804 または 4806 Fax: 054-23 8-3989 

E-mail: jnrs2024@adb.shizuoka.ac.jp 

懇親会費 懇親会費

(8/31 まで） (9/1 以降）

8,000 円 9,000 円

（税込） （税込）

3,000 円 4,000 円

（税込） （税込）

8,000 円 9,000 円

（税込） （税込）

3,000 円 4,000 円

（税込） （税込）



会場へのアクセス

会場：グランシップ GRANSHIP

（静岡県コンベンションアーッセンター）

【JR を利用する場合】

東海道新幹線
2時間

東海道本線

1 時間

JR静岡駅から1 駅 3分

東海道新幹線（ひかり）

東京から1時間／新大阪から2時間、静岡駅下車

.. 
東海道本線

上り方面に乗換、東静岡駅まで3分

• 

東静岡駅南口からメインエントランスまで徒歩5分

【富士山静岡空港を利用する場合】

静鉄バス

50分

静鉄パス

宮士山静岡空港から静岡駅までso分

• 

東海道本線

上り方面に乗換、東静岡駅まで3分

東海道本線

1 駅3分



【車を利用する場合】
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至東京

・東名高速道路

•新東名高速道路

•静清バイパス

静岡I.C．から 6km 、 20 分／日本平久能山スマート］．C．から 4km 、 10 分

新静岡I.C．から 9km 、 15 分

千代田上土］．C．から 4km 、 IO 分

※駐車場 (400 台、有料） は、催事によっては満車になることがあります。

懇親会

会場：ホテルグランヒルズ静岡 HOTELGRAND HILLS SHIZUOKA 

日時：令和 6 年 9 月 24 日（火）

JR 静岡駅南口から徒歩 l 分

18:30~20:30 



討論会場案内図
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·A会場： llF 会議ホール「風」

◎多目的トイLノ

〇トイレ

〇男性用トイレ

〇女性用トイレ

〇エレペータ

合水飲み塩
〇自動販売機

G 霜話

（会議ホール周囲の通路にて機器展示を行わ

せていただきます。）

·B 会場： lOF 会議室 1001-2

・ポスター会場： lOF 展望ロビー及び

会議室 1001-1

•第五福竜丸事件関係展示：会議室 1004

・休憩室：会議室 1003

C 会場（若手の会総会会場）は、

9F 会誂室 910 になります。



ポスター会場

lOF 展望ロビー
+ 
会議室 1001-1

●会議室 1001-1
（スクール 1勾Ill)
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日本放射化学会第 68 回討論会 (2024) 発表者マニュアルと講演プログラム

(1) 口頭発表（一般講演） 発表時間 15 分以内、討論を含めて 20 分以内

＊招待講演については、コンビーナーにお問合せ下さい。

(2) ポスター発表 コアタイム 50 分 （なお、ポスター発表前のフラッシュトーク

（発表時間 1 分）がありますので、発表ファイルをご用意ください。）

く発表者マニュアル＞

ロ頭発表

•口頭用の発表資料は、原則あらかじめ提出いただきます。ファイル名は、「講演番号

＿講演者名」として下さい。

・ロ頭発表では、会場の PC (Windows のみ）を用います。

ポスター発表

・ポスター発表は、通常のポスター発表と同様の形式です。ポスター発表は 1 日目と

2 日目に行いますが、ポスターは原則として両日貼っていただきます。ポスターは 2

日目のポスターセッション終了後か 3 日目に取り外してください。

・ポスター発表前に、フラッシュトークを行います。発表時間はお一人］分です。発

表資料は横長で、 PDF ファイル l ページで作成いただき、あらかじめ提出いただきま

す。ファイルは、「講演番号＿講演者名」として下さい。こちらで全員分を結合させ

て、発表に使用します。



日本放射化学会第 68 回討論会 (2024)

■実行委員会

現地委員会メンバー

矢永誠人 （静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター・委員長）

大矢恭久 （静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター）

近田拓末 （静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター）

柿添崇文 （静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター）

竹内浩昭 （静岡大学理学部生物科学科、附属放射科学教育研究推進センター長）

徳元俊伸 （静岡大学理学部生物科学科）

大吉崇文 （静岡大学理学部化学科）

宮澤俊義 （静岡大学キャンパスミュージアム）

桧垣正吾 （東京大学アイソトープ総合センター）

緒方良至 （愛知医科大学医学部化学教室）

大日向朱梨（（株）千代田テクノル）

上島淳慈 （（株）日本環境調査研究所）

渥美 武 （静岡大学理学部附属放射科学教育研究推進センター・事務局）

■学会理事会メンバー（討論会担当ほか）

秋山和彦（東京都立大学：討論会担当理事）

鈴木達也（長岡技術科学大学：討論会担当理事）

佐藤志彦（日本原子力研究開発機構：討論会担当理事）

吉村崇（大阪大学放射線科学基盤機構）

可児祐子（日立製作所）

國分陽子（日本原子力研究開発機構）

久保謙哉（国際基督教大学）



本討論会の開催にあたりましては、以下の企業・団体様からのご協力をいただきました。

ここに記して、厚く感謝申し上げます。

協賛（順不同）

国立大学法人静岡大学

株式会社千代田テクノル

クリアパルス株式会社

ジーエルサイエンス株式会社

株式会社テクノエーヒ°—

株式会社アート科学

静岡エネルギー・環境懇談会

株式会社日本環境調査研究所

東京ニュークリア・サービス株式会社

一般社団法人日本放射化学会賛助会員

九州電力株式会社

クリアパルス株式会社

公益財団法人原子力安全技術センター

中国電力株式会社

中部電力株式会社

株式会社千代田テクノル

東京電カホールディングス株式会社

東京ニュークリア・サービス株式会社

東京パワーテクノロジー株式会社

長瀬ランダウア株式会社

新潟県放射線監視センター

仁木工芸株式会社

公益社団法人日本アイソトープ協会

株式会社日本環境調査研究所

公益財団法人日本分析センター

富士電機株式会社

公益財団法人放射線影響協会

一般財団法人放射線利用振興協会

北海道電力株式会社

ミリオンテクノロジーズ・キャンベラ株式会社

株式会社化研

株式会社テクノエーヒ°―
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